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RHEOBYK-R 605

RHEOBYK-R 605
ヒュームドシリカのレオロジー効果を強化する、ビニルエステル樹脂、エポキシ樹脂、不飽和ポリエ
ステル樹脂、ゲルコートなどのプラスチック用途の液体レオロジー添加剤。
ヒュームドシリカの添加が容易になり、分離を防止し、チキソトロピー性を向上または安定化させ
る。

製品データ

組成
ポリヒドロキシカルボン酸アミド溶液

一般性状
本データシートに記載した数値は代表値であり、品質規格ではございません。

密度 (20 °C): 0.93 g/ml
屈折率 (20 °C): 1.496
ガードナー色番号： < 10
不揮発分(20分, 150 °C): 52 %
引火点: 29 °C

食品接触用途
最新の食品接触用途に関する法的適合状況についてはお問合せ下さい。または、次のURLにて確認して下さ
い。www.byk.com 

貯蔵および輸送
分離や濁りが生じることがあります。使用前によく混合してください。製品の性能には影響ありません。

適用分野

常温硬化系樹脂

特長
RHEOBYK-R 605は、レオロジー添加剤としてヒュームドシリカまたは有機親和性フィロケイ酸塩（有機粘土）をすでに
含有している不飽和ポリエステル樹脂、エポキシ樹脂、ポリウレタン系樹脂のチキソトロピー強化添加剤として使用さ
れます。この添加剤は、シリカまたはフィロケイ酸塩の三次元網目構造を架橋によって強化し、チキソトロピー性を高め
ます。このため、シリカやフィロケイ酸塩の添加量が少なくても、レベリング性や 脱気性が改善され、十分に高いタレ止
め効果が得られます。
   
少量のRHEOBYK-R 605（シリカに対して5%）は、ラミネート樹脂中のシリカを安定化させ、貯蔵中の樹脂の分離を防ぎ
ます。
  
ビニルエステル樹脂で、RHEOBYK-R 605は親水性のヒュームドシリカを活性化させます。
  
本添加剤は、ポリオールを含むさまざまな樹脂に使用でき、貯蔵中にフィラーが沈降するのを防ぎます。  

ポリオールでは、RHEOBYK-R 605はゼオライトなどの分子せん断を安定化させるために使用されます。
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RHEOBYK-R 605

推奨添加量
配合に基づく添加剤量

ビニルエステル樹脂中のヒュームドシリカ:	 20-50 %
その他の樹脂中のヒュームドシリカ:	 10-30 %
有機親水性フィロケイ酸塩（有機クレイ）:	 5-20 %
無機フィラー:	 0.5-2 %
 
上述の添加量は初期値として適用して下さい。最適添加量は実際に試験を行って決定して下さい。

添加方法
添加剤は、シリカ、フィロケイ酸塩、充填剤を添加する前に、攪拌しながら樹脂に添加します。後添加も可能
です。

接着剤＆シーリング材

特長
RHEOBYK-R 605は、ヒュームドシリカまたは有機親和性フィロケイ酸塩（有機クレイ）を使用してチキソトロピ
ー性を付与したポリウレタン樹脂およびアクリル樹脂用の粘性強化添加剤です。シリカとフィロケイ酸塩の水
素結合を強め、チキソトロピー性を向上させます。このため、シリカやフィロケイ酸塩の配合量が少なくても、
レベリング性や脱泡性が向上し、十分に高いタレ止め効果が得られます。

推奨添加量
ヒュームドシリカまたは有機親水性フィロケイ酸塩を基準に、10～30％の添加剤

上述の添加量は初期値として適用して下さい。最適添加量は実際に試験を行って決定して下さい。

添加方法
添加剤は、撹拌しながらシリカ/フィロケイ酸塩を添加する前に樹脂に加えます。後添加も可能です。
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